


頁 行，箇所 誤 正
121 図 4-4 （以下に差し替え）

167 表 1-10
アルギニンの略号

（A） （R）

174 上から 9 行目 コレステロール合成を経て コレステロールの直前の前駆体として
178 上から 12 行目 緑茶 茶葉
182 図 1-43 （以下に差し替え）（活性アルデヒドに＋追加，FADH を FADH2 に訂正）

187 図 1-51 （以下に差し替え）

187 図 1-52 （以下に差し替え）
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頁 行，箇所 誤 正
188 図 1-54 （以下に差し替え）

191 上から 7 〜 8 行目 デオキシウリジン酸 デオキシウリジル酸
192 図 1-60 （以下に差し替え）（チミジル酸・デオキシウリジル酸訂正，❻追加）

209 上から 5 行目 炭酸脱水素酵素 炭酸脱水酵素
235 図 1-90 （❸カルニチンの部分を以下に差し替え）（CoA の追加）
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頁 行，箇所 誤 正
238 図 1-93 （以下に差し替え）

239 上から 6 〜 9 行目 さらにコレステロールが生成する．
　コレステロールからはさらに，ステ
ロイドホルモン，胆汁酸やビタミンD
が合成される（p.173「ビタミン D」
の項参照）．

さらにビタミン D 合成に利用される
7- デヒドロコレステロールを経て，コ
レステロールが生成する（p.173「ビ
タミン D」の項参照）．
　コレステロールからはさらに，ステ
ロイドホルモンや胆汁酸が合成される．

254 下から 11 行目 1 g 1 kg
261 上から 3 〜 4 行目 高齢者の年齢区分を 50歳〜 64歳，

65歳〜 74歳，75歳以上に分けた
高齢者の区分を 65歳〜 74歳，75歳
以上とするために，年齢区分を 50歳
〜 64歳，65歳〜 74歳，75歳以上
の 3つに分けた

268 下から 1 行目 男性 8.0 g/ 日未満，女性 7.0 g/ 日未満 男性 7.5 g/ 日未満，女性 6.5 g/ 日未満
270 上から 4 行目 神経管閉塞障害発症リスク 神経管閉鎖障害発症リスク
275 表 1-41 葉酸 : 欠乏症 神経管閉塞障害 神経管閉鎖障害
281 上から 19,20,24 行目 神経管閉塞 神経管閉鎖
324 図 2-17 （以下に差し替え）

335 図 2-25 2. キサンチン系着色料 2. キサンテン系着色料
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頁 行，箇所 誤 正
362 図 2-44 （以下に差し替え）

363 上から 8 〜 9 行目 ・地方厚生局（全国 7 ヵ所）において「総
合衛生管理製造過程」の食品製造・加
工にかかわる承認・指導業務を行う．

（削除）

373 上から 16 行目 と呼ぶ． と呼ぶ．さらに，近年の研究により
本菌の病原因子として 3 型分泌装置

（T3SS）の存在が指摘されている．
378 上から 2 行目 引き起こす． 引き起こす．一方で，コレラ毒素産生

コレラ菌と同様に，コレラ毒素非産生
菌でもコレラ様症状（下痢）を引き起
こす事例が報告されている．

389 下から 14 〜 13 行
目

後者は中枢神経系において神経伝達物
質であるγ - アミノ酪酸 gamma-amino 
butyric acid（GABA）の受容体に結合
して抑制作用を示し，軽い幻覚を

後者はそれ自身が中枢神経系において
グルタミン酸受容体に結合するととも
に，その分解物であるムッシモールが
γ - アミノ酪酸 gamma-amino butyric 
acid（GABA）受容体に結合して興奮
作用と抑制作用を示し，幻覚を

390 表 3-6　イボテン酸
の中毒症状

神経伝達物質 GABA と拮抗して中枢神
経系を乱し，幻覚を起こす

イボテン酸とその分解物による興奮と
抑制が同時に起こり，幻覚を起こす

462 図 1-35 　FCH3CO2H
モノフルオロ酢酸

　FCH2CO2H
モノフルオロ酢酸

466 図 1-40 （ビスフェノール A の構造式を以下に差し替え）

537 上から 8 行目 国際放射線防御委員会 国際放射線防護委員会
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頁 行，箇所 誤 正
636 上から 5 行目 （a − b） （b − a）
637 上から 18 行目 （a − b） （b − a）
661 表 5-1　タイトル 2018 年 4 月 1 日一部改正 2018 年一部改正，2021 年一部改正

表 5-1
揮発性有機化合物　
キシレン の基準

870 µg/m3 以下であること 200 µg/m3 以下であること

675 図 6-3 （以下に差し替え）（直接資源化量の上に罫線を追加）

（2021.8　株式会社 南江堂）
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